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本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
の
県
民
税
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

の
適
用
期
限
の
延
長
等
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

個
人
県
民
税 

 
 

 

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
期
限
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
十
二
年
末

ま
で
に
入
居
し
た
者
の
個
人
県
民
税
に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
適
用
す
る
。 

 

㈡ 

不
動
産
取
得
税 

 
 

 

住
宅
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
を
減
額
す
る
特
例
に
つ
い
て
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
等
内
に
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
適
用
対
象
外
と
す
る
。 

 

㈢ 

そ
の
他 

 
 

 

規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

二
㈠ 

令
和
九
年
一
月
一
日 

 
 

 

二
㈡ 

令
和
十
一
年
四
月
一
日 

 
 

 

二
㈢ 

令
和
九
年
一
月
一
日
、
令
和
十
年
四
月
一
日
、
令
和
十
一
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条

例
第
三
十
三
号
）
（
共
助
社
会
づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 

「
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
る 

変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
表 

示
を
変
更
す
る
。 

二 

内
容 

㈠ 
 

変
更
を
行
う
指
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

 

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ 

㈡ 
 

変
更
内
容 

 

 
 

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
表
示
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。 

 

 
 

 

（
改
正
前
）
埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二
号 

 
 

 
 

 

（
改
正
後
）
埼
玉
県
羽
生
市
東
七
丁
目
十
四
番
地
八 

 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 
 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
（
組
織
犯

罪
対
策
第
一
課
） 

一 

趣
旨 

暴
力
団
排
除
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
又
は
運
営
を
禁
止

す
る
区
域
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
団
員
が
暴
力
団
員
で
あ
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
目
的
で

他
人
の
名
義
を
利
用
す
る
こ
と
等
の
禁
止
事
項
を
定
め
る
も
の
。 

二 

内
容 

㈠ 

暴
力
団
事
務
所
の
開
設
又
は
運
営
の
禁
止
区
域
の
拡
大 

 

次
に
掲
げ
る
区
域
を
、
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
又
は
運
営
の
禁
止
区
域
に
追
加
す
る
。
た

だ
し
、
本
改
正
条
例
が
施
行
さ
れ
る
際
、
次
に
掲
げ
る
区
域
内
で
現
に
運
営
さ
れ
て
い
る

暴
力
団
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
適
用
外
と
す
る
。 

ア 

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市

公
園
の
敷
地
の
周
囲
二
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域 

イ 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第

一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地

域
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
、
準
住
居

地
域
、
田
園
住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業
地
域
及
び
工
業
地
域
（
学

校
、
専
修
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
児
童
相
談
所
、
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館
、
家
庭

裁
判
所
、
保
護
観
察
所
、
少
年
鑑
別
所
、
都
市
公
園
、
そ
の
他
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
の
敷
地
の
周
囲
二
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
を
除
く
） 

㈡ 

利
益
の
供
与
等
の
禁
止
に
お
け
る
勧
告
対
象
行
為
の
拡
大 

次
に
掲
げ
る
行
為
を
、
勧
告
及
び
公
表
の
対
象
と
な
る
禁
止
行
為
に
追
加
す
る
。 

ア 

事
業
者
が
、
そ
の
事
業
に
関
し
、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
員
が
指
定
し
た
者
に
対
し
て
、

情
を
知
っ
て
、
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
暴
力
団
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る

利
益
の
供
与
（
法
令
上
の
義
務
又
は
情
を
知
ら
な
い
で
締
結
し
た
契
約
に
係
る
債
務
の
履

行
と
し
て
す
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
除
く
。
）
を
す

る
こ
と 

イ 

暴
力
団
員
が
、
前
記
利
益
供
与
を
受
け
る
こ
と 

㈢ 

名
義
利
用
等
の
禁
止
の
新
設 

次
に
掲
げ
る
行
為
を
、
勧
告
及
び
公
表
の
対
象
と
な
る
禁
止
行
為
に
追
加
す
る
。 

ア 

暴
力
団
員
が
、
自
ら
が
暴
力
団
員
で
あ
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
目
的
で
、
他
人
の
名
義
を



利
用
す
る
こ
と 

イ 

暴
力
団
員
が
他
人
の
名
義
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
、
自
己
又
は

他
人
の
名
義
を
暴
力
団
員
に
利
用
さ
せ
る
こ
と 

㈣ 
不
動
産
の
譲
渡
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
暴
力
団
の
活
動
助
長
等
の
認
識
に
関
す
る
規
定 

 

不
動
産
の
譲
渡
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
、
不
動
産
の
譲
渡
等
の
代
理
等
を
す
る
者
、
建
設

業
者
に
、
当
該
不
動
産
又
は
当
該
建
設
工
事
の
目
的
物
が
、
暴
力
団
事
務
所
の
用
に
供
す
る

も
の
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
等
を
定
め
た
条
文
中
か
ら
、
次
の
文
言
を

削
除
す
る
。 

ア 

「
当
該
不
動
産
が
暴
力
団
事
務
所
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
暴
力
団
の
活
動
を
助

長
し
、
又
は
暴
力
団
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
認
識
の
下
に
」 

イ 

「
当
該
建
設
工
事
の
目
的
物
が
暴
力
団
事
務
所
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
暴
力
団

の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
暴
力
団
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
認
識
の
下
に
」 

㈤ 

調
査
方
法
等
の
追
加 

ア 

説
明
又
は
資
料
の
提
出
要
求
に
つ
い
て
、
㈠
イ
の
区
域
内
に
お
け
る
暴
力
団
事
務
所
の

開
設
又
は
運
営
の
禁
止
、
及
び
㈢
の
違
反
調
査
、
並
び
に
中
止
命
令
の
履
行
確
保
の
た
め

に
実
施
で
き
る
こ
と
と
す
る
。 

イ 

調
査
の
方
法
に
立
入
検
査
を
追
加
し
、
㈠
イ
の
区
域
内
に
お
け
る
暴
力
団
事
務
所
の
開

設
又
は
運
営
の
禁
止
、
及
び
青
少
年
を
暴
力
団
事
務
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
の
禁
止
に

関
す
る
違
反
調
査
、
並
び
に
中
止
命
令
の
履
行
確
保
の
た
め
に
実
施
で
き
る
こ
と
と
す
る
。 

㈥ 

中
止
命
令
の
追
加 

公
安
委
員
会
は
、
前
記
㈠
イ
の
区
域
内
で
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は
運
営
す
る
者

に
対
し
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
又
は

運
営
を
中
止
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。 

㈦ 

罰
則
の
追
加 

ア 

次
の
行
為
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
と
す

る
。 

・ 

㈠
ア
の
区
域
内
で
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は
運
営
し
た
者 

・ 

㈥
の
中
止
命
令
に
違
反
し
た
者 

イ 

次
の
行
為
に
違
反
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
と
す
る
。 

・ 

㈤
イ
の
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
も
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
も
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者 

ウ 

両
罰
規
定
の
追
加 

・ 

㈦
イ
の
罰
則
、
及
び
青
少
年
を
暴
力
団
事
務
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
違
反
に
対
す
る
中

止
命
令
違
反
の
罰
則
（
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
）
に
つ
い
て
、



そ
の
法
人
等
に
も
罰
金
刑
を
科
す
る
こ
と
と
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

令
和
八
年
十
月
一
日 



条

例 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
七
月
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
公

的
年
金
等
受
給
者
」
と
い
う
。
）
は
、
公
的
年
金
等
支
払
者
（
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
六
第

一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
同
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
の
支
払
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
か
ら
毎
年
最
初
に
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
法
第
四
十
五

条
の
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
県
民
税
に
関
す
る
申
告
書
を
、
法
第
三
百
十
七
条
の
三

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
と
併
せ
て
、
当
該
公
的
年
金
等
支
払
者
を
経
由
し
て
、
当
該

公
的
年
金
等
受
給
者
の
住
所
所
在
地
の
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
六
条
の
六
第
二
項
中
「
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
百
十
七
条
の
三

の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
一
条
の
十
四
第
一
項
中
「
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
）
」
を
「
同
法
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
中
「
住
宅
（
」
の
下
に
「
法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
区
域
内
住
宅
を
除
く
も
の
と
し
、
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
八
第

一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
九
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
六
条
の
二
中
「
令
和
二
十
年
度
」
を
「
令
和
二
十
五
年
度
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。 

 

一 

第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
附
則
第
六
条
の
二
の
改
正
規
定 

令
和
九

年
一
月
一
日 

 

二 

第
三
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
改
正
規
定 

令
和
十
年
四
月
一
日 

 

三 

第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定 

令
和
十
一
年
四
月
一
日 

 

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 



２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二

十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
一
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年

法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
改
正
後
の
条
例
第
二
十
六
条
の
六
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
一
号
施
行
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
公
的

年
金
等
に
つ
い
て
提
出
し
た
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
六
条
の
六
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
条
例
附
則
第
六
条
の
二
の
規
定
は
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
令
和
八

年
一
月
一
日
以
後
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
所
得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居

住
用
家
屋
（
同
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
と
み
な
さ

れ
る
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
特
例
居
住
用
家
屋
を
含
む
。
）
若
し
く
は
既
存
住
宅
（
同
条

第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
既
存
住
宅
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
十
七
項

に
規
定
す
る
特
例
既
存
住
宅
及
び
同
条
第
三
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

既
存
住
宅
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
要
耐
震
改
修
住
宅
を
含
む
。
）
若
し

く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
増
改

築
等
を
し
た
家
屋
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
特
例
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
を

含
み
、
当
該
増
改
築
等
又
は
当
該
特
例
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
同
条
第
六
項

に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
（
同
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
住

宅
等
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
を
含
む
。
）
を
同
条
第
一

項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
県
民
税

の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
同
日
前
に
所
得
税
法
等
改
正
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
（
同
条
第
二
十
項
の
規
定
に

よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
特
例

居
住
用
家
屋
を
含
む
。
）
若
し
く
は
既
存
住
宅
（
同
条
第
三
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
既
存
住
宅
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
要
耐
震
改
修
住
宅
を

含
む
。
）
若
し
く
は
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
（
当
該
増
改
築
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は

同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
（
同
条
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
十
項
に
規

定
す
る
認
定
住
宅
等
と
み
な
さ
れ
る
同
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
を
含

む
。
）
を
同
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 



４ 

改
正
後
の
条
例
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 



条

例 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

令
和
八
年
七
月
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

本
則
の
表
４
の
項
中
「
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二
号
」
を
「
羽
生
市
東
七
丁
目
十
四
番

地
八
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

条

例 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
八
年
七
月
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号 

 
 

 

 
 

 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
第
二
十
二
条
）
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
）
」
に
、
「
第
二
十
二
条
の
二―

第
二
十

二
条
の
四
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三―
第
二
十
二
条
の
五
」
に
、
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十

五
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
第
一
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

九 

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公 
 

 
 

園 

 

第
十
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

２ 

暴
力
団
事
務
所
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住

居
専
用
地
域
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
、
準

住
居
地
域
、
田
園
住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業
地
域
及
び
工
業
地
域
（
こ

れ
ら
の
地
域
か
ら
前
項
に
規
定
す
る
区
域
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
開
設
し
、
又
は

運
営
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
の
施
行
又
は
適
用
の
際
現
に
運
営
さ
れ
て
い
る
暴
力
団
事
務
所
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
当
該
施
行
又
は
適
用
に
係
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
あ
る

暴
力
団
の
も
の
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
暴
力
団
事
務
所
が
、
他
の
暴
力
団
の
も
の

と
し
て
開
設
さ
れ
、
又
は
運
営
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
情
を
知
っ
て
、
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
暴
力
団

の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
利
益
の
供
与
（
法
令
上
の
義
務
又
は
情
を
知
ら
な
い
で
締
結

し
た
契
約
に
係
る
債
務
の
履
行
と
し
て
す
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
け

る
も
の
を
除
く
。
）
を
す
る
こ
と
。 

第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
及
び
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。 

 

第
二
十
二
条
第
二
項
を
削
る
。 

 

第
二
十
二
条
の
四
を
第
二
十
二
条
の
五
と
し
、
第
二
十
二
条
の
三
を
第
二
十
二
条
の
四
と
す
る
。



第
二
十
二
条
の
二
中
「
第
二
十
二
条
の
四
」
を
「
第
二
十
二
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二 

十
二
条
の
三
と
し
、
第
四
章
中
第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
（
名
義
利
用
等
の
禁
止
） 

第
二
十
二
条
の
二 

暴
力
団
員
は
、
自
ら
が
暴
力
団
員
で
あ
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
目
的
で
、
他
人 

の
名
義
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

何
人
も
、
暴
力
団
員
が
前
項
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
、
自
己

又
は
他
人
の
名
義
を
暴
力
団
員
に
利
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
、
当
該
不
動
産
が
暴
力
団
事
務
所
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
暴

力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
暴
力
団
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
認
識
の
下
に
」
を

削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
認
識
の
下
に
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
識
の
下
に
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
、
当
該
建
設
工
事
の
目
的
物
が
暴
力
団
事
務
所
の
用
に
供
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
暴
力
団
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
認
識

の
下
に
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
認
識
の
下
に
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
調
査
及
び
立
入
検
査
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
公
安

委
員
会
は
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
第
二
項
」
を
加
え
、
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十

二
条
、
第
二
十
二
条
の
二
」
に
、
「
そ
の
違
反
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
」
を
「
こ
の
条
例

の
施
行
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。 

２ 

公
安
委
員
会
は
、
第
十
六
条
第
二
項
又
は
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た

疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の

施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
警
察
職
員
に
当
該
疑
い
の
あ
る
建
物
に
立
ち
入
り
、
物
件
を

検
査
さ
せ
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
そ

の
他
の
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

公
安
委
員
会
は
、
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
履
行
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
暴
力
団
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
説
明
又
は
資

料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

４ 

公
安
委
員
会
は
、
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
履
行
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の

条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
警
察
職
員
に
暴
力
団
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
物
件
を

検
査
さ
せ
、
又
は
暴
力
団
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

５ 

第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を

携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

６ 

第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ



 

 

た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
八
条
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
、
第
二
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 
第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
条
第
三
項
中
「
中
止
命
令
」
を
「
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
（
次
項
及
び
第
三
十
三
条
に
お
い
て
「
中
止
命
令
」
と
い
う
。
）
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し

て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

公
安
委
員
会
は
、
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
暴
力
団
事
務
所
を
開
設
し
、
又
は

運
営
す
る
者
に
対
し
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
暴
力
団
事
務
所
の

開
設
又
は
運
営
を
中
止
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
三
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
の
四
」
を
「
第
二
十
二
条
の
五
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。 

 

四 

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者 

 

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
前
二
条
」
を
加
え
、
「
同
項
」

を
「
各
本
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。 

 

第
三
十
三
条
中
「
中
止
命
令
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
」
に
改
め
、
同
条

を
第
三
十
四
条
と
し
、
第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
三
条 

第
二
十
七
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若

し
く
は
忌
避
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

の
答
弁
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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